
石 川 県 弓 道 連 盟 創 立 ７ ０ 周 年 記 念 式 典 等 を 開 催  

 

２ 月 １ ８ 日（ 日 ）、ま だ 大 雪 の 影 響 が 残 る 中 、Ａ Ｎ Ａ ク ラ ウ ン プ ラ

ザ ホ テ ル 金 沢 で 標 記 式 典 等 が 開 催 さ れ 、 会 員 約 １ ６ ０ 名 が 集 い 創 立

記 念 の 節 目 を 祝 っ た 。  

式 典 で は 水 橋 美 喜 夫 県 連 会 長 が 、「こ の 節 目 を 迎 え る こ と が で き た

の は 歴 代 会 長 を 始 め 、 会 員 皆 様 の ご 尽 力 と ご 協 力 の お 陰 で す 。 三 十

三 間 堂 の 通 し 矢 で 天 下 一 を 勝 ち 取 っ た 吉 田 大 蔵 茂 氏 か ら ４ ０ ０ 年 の

節 目 に も あ た り 不 思 議 な ご 縁 も あ る 。 今 後 と も 北 信 越 弓 道 の 絆 を さ

ら に 深 め 、 全 日 本 弓 道 連 盟 と 歩 を 一 に し 、 弓 道 が さ ら に 輝 き を 増 す

よ う 念 願 す る 。」 と 挨 拶 。  

（ 公 財 ） 全 日 本 弓 道 連 盟 の 岡 本 仁 専 務 理 事 、 県 体 育 協 会 の 下 根 浩

明 副 会 長 が 祝 辞 を 述 べ た 。  

 次 に 県 連 ７ ０ 周 年 事 業 の 経 過 等 を 木 下 外 治 理 事 長 か ら 報 告 。  

続 い て 県 連 事 業 推 進 に 功 績 が あ っ た 県 立 武 道 館 お よ び 県 内 ６ 弓 道

協 会 （ 加 賀 市 ・ 小 松 市 ・ 能 美 市 ・ 白 山 市 松 任 ・ 内 灘 町 ・ 宝 達 志 水 町

の 各 協 会 ） に 感 謝 状 を 贈 呈 。 ま た 、 新 調 し た 県 連 旗 の デ ザ イ ン 考 案

者 の 藤 田 怜 子 氏 に 表 彰 状 を 贈 呈 。  

そ の 後 、 イ グ ノ ー ベ ル 賞 を 受 賞 し た 廣 瀬 幸 雄 金 沢 大 学 名 誉 教 授 の

記 念 講 演 が あ っ た 。  

続 く 祝 賀 会 で は 、 初 め に ２ ９ 年 度 の 昇 段 ・ 昇 格 者 ・ 全 国 大 会 入 賞

者 へ の お 祝 い が 行 わ れ 、 昇 段 者 を 代 表 し て 道 越 良 治 氏 、 大 会 入 賞 者

を 代 表 し て 中 條 大 輔 氏 が 謝 辞 を 述 べ た 。  

続 い て 、 ７ ０ 周 年 記 念 史 を 編 纂 し た 川 瀬 英 機 、 川 端 修 、 黒 川 正 道

の ３ 氏 が 順 に 記 念 誌 編 纂 の 苦 労 話 を 披 露 。 そ の 後 、 荘 厳 な 雅 楽 の 演

奏 で 開 宴 し 、 石 川 県 体 育 協 会 の 向 田 和 義 専 務 理 事 、 北 信 越 弓 道 連 合

会 の 前 田 三 男 会 長 が 祝 辞 を 述 べ 、 松 川 衛 県 連 副 会 長 の 音 頭 で 乾 杯 。

新 潟 県 弓 道 連 盟 渡 邊 恵 兒 副 会 長 が ４ 月 開 催 の 第 ３ 回 世 界 弓 道 大 会 の

日 本 チ ー ム メ ン バ ー に 選 抜 さ れ た 友 安 選 手 に 対 す る 激 励 を 送 り 祝 宴

と な っ た 。 北 村 一 郎 県 連 副 会 長 の 中 締 め 、 川 瀬 英 機 県 連 副 会 長 の 閉

会 の 辞 で 和 や か な 宴 が 閉 じ ら れ た 。  

ま た 、 当 日 創 立 ７ ０ 周 年 記 念 誌 と 記 念 の 特 製 タ オ ル が 参 加 者 に 配

付 さ れ た 。  

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


